
家庭学習の習慣化を！ 校長 柳野 竜生

あけましておめでとうございます。皆様が輝かしい新年を迎えられた
ことをお慶び申し上げます。本年もよろしくお願い申し上げます。
さて，三学期の始業式では，へび年の意味と学習面・運動面・生活面

で，しっかり目標をもって，頑張るように話しました。
へび年の意味には，次のようなものがあります。へびは，体が大きく

なると，自分の体の皮を脱いで，新しい体の皮になります。つまり，脱

皮を繰り返します。何回か古くなった皮を脱いで，その都度，新しい体

に変身します。新しい自分に生まれ変わります。つまり，「新しい自分

に生まれ変わる」という意味があります。

みんなも，できなかったことができるようになる「新しい自分に生ま

れ変わってほしい」と子どもたちに話しました。へび年は，再スタート

や変化のチャンスに恵まれる年とされています。皆様にとって，良い年で

ありますように！

さて，家での家庭学習は，習慣化されていますでしょうか。
子どもたちの生活様式も様々で，学童で勉強する子，少年団
や習い事の始まる前や終わった後に勉強する子，帰ったらす
ぐする子，あるいは曜日によって違いがある子など，子ども
一人一人違います。
大事なことは，勉強する時間帯を決めることです。自分が

落ち着いて取り組める時間帯で，同じ時間帯に勉強すること
です。自分なりの勉強のタイミングを決めておくことが，勉強の習慣化
につながります。家族に，「○時から○時は，勉強をする。」（曜日によ
って違う子もいる）と宣言し，その時間はテレビを消してもらったり，
スマホから音が漏れないようにしてもらったりして，集中して勉強でき
る環境になるように，家族で協力し合えるようによろしくお願いします。
勉強する状況設定を妨げるゲーム，スマホ，ネット動画という存在は「摩

擦」となり，習慣化を妨げます。勉強をし始めるタイミングで手元にない，
視界に入らない，触れていない状況を作ることが大事です。「ゲームのきり
がついてから，勉強を始めよう。」では，ゲームの誘惑に負けてしまいます。
家庭学習の習慣化がついていないお子様は，自分が生まれ変わる第１歩と

して，「自分が決めた勉強開始時刻になったら，勉強を始める」ということ
を始めていくとよいと思います。

郷の力芽
学校教育目標 ふるさと山崎の誇りをもち，自ら学び，心豊かでたくましい子を育成する。
校 訓 明るく かしこく たくましく
合 い 言 葉 ふるさと山崎が育む「郷の力芽」たちの健やかな育成
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さと ちから め



 

 
 

【２月の行事予定】 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

月 

生活目標 
保健目標 
給食目標 

進んでよい本をたくさん読もう  
寒さに負けずに外で元気よく遊ぼう 
学校と家庭の食事について考えよう 

３日（月） 
家庭学習強調週間（～9 日） 
安全点検の日 

１５日（土） 
さつまっ子の日（青少年育成の日） 
県下一周駅伝競技大会（～１９日） 

５日（水） 
いじめ問題を考える日 
心の教育の日 

１６日（日） さつまっ子の日（家庭の日） 

１７日（月） 県下一周駅伝応援 

８日（土） 土曜授業 １９日（水） 幼保小連絡会 

１１日（火） 
建国記念の日 

山崎初市 
２３日（日） 天皇誕生日 親子読書の日 

２４日（月） 振替休日 

１２日（水） PTA 役員選出会 ２８日（金） お別れ遠足・６年生を送る会 

１３日（木） 
校内読書旬間（～２８日） 
第６回英語スキットコンテスト 

 

－御協力ありがとうございました－ 
１月１９日(日)，空きびん回収を行いました。

寒い中でしたが，事業部の皆様を始め，保護者，

地域の皆様の御協力に感謝いたします。今後とも

よろしくお願いします。 

   1 月８日(水)，子ど

もたちは，新たな目標

をもって３学期のス

タートを切りました。

今学期は，5４日（6年

生 5３日）と一番短い 

学期ですが，学年のまとめと同時に，次の学年への

大切な準備の期間でもあります。一日一日を大切

に，充実した学校生活を送ることができるようにし

てほしいと思います。 

            1 月１５日～１６日，５年生が鹿児島学力・学習状況調査に臨みました。この

調査は，毎年行われる鹿児島県の５年生全員を対象としたテストで，今年度から

CBT 方式（Computer Besed Testing ※紙ではなくコンピュータ上で問題を

解くテスト）で実施されました。初めての試みでしたが，子どもたちは，慣れた

もので，タブレットを上手に操作しながら，集中して取り組んでいました。 

＜テーマ部門＞ 

優秀賞 ３年 福岡大知 さん 

特 選 ４年 角囿怜弥 さん 

入 選 １年 松尾 颯 さん 

＜自由部門＞ 

特 選 ４年 松尾 律 さん 

 

入 選 ５年 下麦大翔 さん 

【河川愛護月間絵手紙コンクール】 

奨励賞 ３年 福岡大知 さん 

 

 

【町人権啓発ポスターコンクール】 

  特選 １年 萩原 煌  さん  

  入選 １年 下麦清華 さん  

角囿力翔 さん 

 寶滿 縁 さん 

      ２年 城ケ峰奈々美さん  

古川愛莉 さん  

３年 角囿凌玖 さん 

   矢野悠斗 さん 

４年 松尾 律 さん 

５年 上村花音 さん 

   森園晴仁 さん 

６年 永里羽琉 さん 

 

【町読書感想画コンクール】      

最優秀賞 ３年 柳野彩莉 さん 

優秀賞  ２年 德丸 允 さん 

  ４年 松尾 律 さん 

 

【町人権啓発標語コンクール】 

入 選  ３年 宮原怜央 さん 

  ４年 原 吉成 さん 

５年 下麦大翔 さん 

    

【西日本読書感想画コンクール】 

特 選  ２年 平田結蕾 さん 

 入 選  ３年 宮原怜央 さん 

      ５年 森園晴仁 さん 

 

 


